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議題１ 景観重要建造物及び都市景観形成建築物等の指定について（関西学

院） 【諮問】 

 

 １ 趣旨                                     

 

景観法では、景観計画区域内の良好な景観形成に重要な建造物について、市が「景

観重要建造物」として指定できる旨が規定されており、関西学院周辺の景観地区指定

に合わせ、キャンパス景観及び甲山への眺望景観の構成要素となっている建築群のう

ちキャンパス開設当時から存在し、景観の核となっている時計台及び中央広場、並び

に正門から中央広場へ至るエントランス空間を印象付けるランバス記念礼拝堂につい

て、景観重要建造物指定を行う。 

 

また、西宮市都市景観条例第 18 条において、市が都市景観の形成を図るうえで重要

な価値があると認める建築物又は工作物については「都市景観形成建築物等」として

指定することができる旨が規定されており、上記景観重要建造物指定と同様に、キャ

ンパス開設当時からの建築物等 7件について、都市景観形成建築物等の指定を行う。 

 

これらの指定にあたって、景観重要建造物については条例第 24条において、都市景

観形成建築物等については条例第 18 条において、審議会の意見を聴くことと規定され

ていることから、今回諮問するものである。 

 

 ２ 指定制度について                                   

 

(1)景観重要建造物の指定制度の目的 

地域の景観上重要な建築物及び工作物を指定し、地域の個性ある景観づくりの核と

して維持、保全及び継承を図る。 

 

(2)景観重要建造物の指定の要件 

西宮市景観計画に定められた「景観重要建造物の指定の方針」に即し、景観法施行

規則第 6条（国土交通省令）の規定に該当するものを指定している。 

①西宮市景観計画「景観重要建造物の指定の方針」 

・都市景観形成建築物または都市景観形成工作物のうち、周辺地域の景観の形成

に特に寄与していると認められ、所有者の同意が得られたものを景観重要建造

物に指定する。 

②景観法施行規則第６条 

・地域の自然、歴史、文化等からみて、建造物（これと一体となって良好な景観

を形成している土地その他の物件を含む）の外観が景観上の特徴を有し、景観

計画区域内の良好な景観の形成に重要なものであること。 
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・次のいずれかに該当するものであること。 

イ 道路その他の公共の場所から公衆によって容易に望見されるものであるこ

と。 

ロ 政府が世界遺産委員会（世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約

第８条１の世界遺産委員会をいう。）に対し同条約第 11 条２の世界遺産

一覧表に記載することを推薦したものであって、当該推薦の際に世界遺産

委員会に提出された管理計画（変更があったときは、その変更後のもの）

に従って公衆によって望見されるものであること。 

 

(3)景観重要建造物の指定の効果 

次の規定等により、指定建造物を積極的に保全する。 

・現状変更を行う際には市長の許可が必要。（法第 22条） 

・未許可又は許可条件に反した場合、市長は原状回復の命令が可能（法第 23 条） 

・所有者等には適切な管理義務が発生。市は保全に必要な管理方法の基準を定め

ることができる。（法第 25 条） 

・市長による不適切な管理に関する是正命令勧告が可能（法第 26 条） 

 

(4)都市景観形成建築物等の指定制度の目的 

都市景観の形成上、重要な価値があると認める建築物又は工作物を保全し、地域

の景観形成の核とする。 

 

(5)都市景観形成建築物等の指定の要件 

西宮市都市景観条例第 18条（抜粋） 

・都市景観の形成を図るうえで重要な価値があると認められ、次の各号のいずれ

かに該当する建築物または工作物 

1)地区の都市景観を特徴づけている建築物または工作物 

2)歴史的価値または建築的価値のある建築物または工作物 

3)市民に親しまれている建築物または工作物 

 

(6)都市景観形成建築物等の指定の効果 

次の規定等により、指定建築物等の保全を誘導する。 

・市長が保全計画を定め、所有者はそれに適合する管理が必要（条例第 20条） 

・現状変更を行う際には市長に届出が必要。届出内容が保全計画に適合しない場

合、市長は助言・指導が可能（条例第 22 条） 
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(7)景観重要建造物と都市景観形成建築物等の比較表 

 

景
観
重
要
建
造
物 

〈目 的〉地域の景観上重要な建築物及び工作物を指定し、地域の個性のある景

観づくりの核として維持、保全及び継承を図る。 

〈建築物〉時計台及び中央広場、ランバス記念礼拝堂 

許 可 申 請 

（違反した場合は原状回復命令を行う。） 管理基準 

要 不要 

・増築、改築、移転 

・除却 

・外観の変更 

 ・修繕、模様替え 

 ・色彩の変更 

・通常の管理行為 

・軽易な行為 

・政令で定めるもの 

 ・法令等に基づく行為 

・応急措置 

良好な景観が損な

われないよう適切

に管理しなければ

ならない。 

景
観
地
区
内 

都
市
景
観
形
成
建
築
物
・
工
作
物
（
景
観
重
要
建
造
物
を
除
く
） 

〈目 的〉都市景観の形成上、重要な価値があると認める建築物又は工作物を保

全し、地域の景観形成の核とする。 

〈建築物〉学院本部棟、経済学部棟、文学部棟、神学部棟、高中部本部棟 

〈工作物〉大学正門、旧大学本館門柱 

届 出 申 請 

（支障がある場合は助言指導を行う。） 管理基準 

要 不要 

・現状変更 ・通常の管理行為 

・軽易な行為 

・政令で定めるもの 

 ・法令等に基づく行為 

保全計画に適合し

た管理を行わなけ

ればならない。 

景 観 地 区 認 定 申 請 

（違反した場合は是正命令） 
認定基準 

要 不要 

・増築、改築、移転 

・外観の変更 

 ・修繕、模様替え 

 ・色彩の変更 

（今後検討） 

景観地区の形態意

匠等の制限に適合

していなければな

らない。 

 

 ３ これまでの経緯                                   

 

  平成 28 年 11 月 審議会（指定建築物等の整理・検討） 

           ※建築物以外の景観資源の保全を検討するよう意見を受ける 

           関西学院との協議開始 

  平成 29 年 3 月 審議会（指定建築物等(案)の変更及び指定制度の報告） 

  平成 30 年 2 月 関西学院と指定建築物等について合意 
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  平成 30 年 3 月 審議会（指定建築物等(案)及び内容・手続き(案)の報告） 

平成 31 年 2 月 審議会（景観重要建造物の指定範囲(案)の報告） 

  令和 元年 5月 関西学院との協議終了 

  令和 元年 5月 審議会（景観重要建造物及び都市景観形成建築物等の指定図書・ 

保全計画(案)の報告） 

  令和 元年 7月 関西学院よりの指定同意書収受 

 

 ４ 今回指定対象建築物等について                                   

 

 (1)景観重要建造物について 

①時計台（大学博物館、学院史編纂室）・中央広場 

【指定図書・保全計画：資料 1参照】 

②ランバス記念礼拝堂【指定図書・保全計画：資料 2参照】 

 

 (2)都市景観形成建築物等について 

①学院本部棟・経済学部棟・文学部棟・神学部棟 

【指定図書・保全計画：資料 3参照】 

②高中部本部棟【指定図書・保全計画：資料 4参照】 

③大学正門【指定図書・保全計画：資料 5参照】 

④旧大学本館門柱【指定図書・保全計画：資料 6参照】 

 

 ５ 今後のスケジュール                                   

 

  令和元年    7 月 景観・屋外広告物審議会（現地視察及び諮問） 

8～9月 指定、告示 

               10 月  標識設置 



 

1 

 

 

西宮市景観

重要建造物

指定   

関西学院大学：時計台（大学博物館、学院史編纂室）・中央広場 

所在地 西宮市上ケ原一番町二番地 10他 

敷地・指定 

建築物等の

概要 

●敷地の概要 

＊規  模    ：約 134,392.21 ㎡（北敷地） 

＊配  置    ：甲山に軸線を取った中央広場を中心に建築群がこれを囲

む特徴ある配置がなされている学院キャンパスのなか

で、特に歴史的、景観的シンボルとなる建築物として位

置づけられている。 

 

●指定建造物の概要 

＊建 築 年    ：昭和 4年(1929 年) 

＊名  称    ：時計台・中央広場 

＊構  造    ：鉄筋コンクリート造 地下 1階 地上 2階 

＊建築面積    ：約 416 ㎡ 

＊延べ面積    ：約 832 ㎡ 

＊屋  根    ：スパニッシュ瓦葺き（上丸、下丸の組合せ）勾配屋根 

＊外 壁 等    ：スタッコ引き抜き仕上げの上塗装 

＊開口部（窓等） ：アーチ窓又は縦長窓（金属および木製,こげ茶色） 

（窓のプロポーションとその連なりによって独特のリズ

ム感を生み出している） 

＊その他装飾   ：立面図のとおり 

 

指定理由 

時計台は、昭和 4 年(1929 年)のキャンパス開設当初からの建築物で、W.M.ヴ

ォーリズの設計によるスパニッシュ・ミッションスタイルで統一された中央広場

を囲む学院キャンパス景観を構成する建築群のなかでも特に歴史的シンボルと

なるものであるとともに、甲山へと続く眺望景観のランドマークとなっている。   

時計台を正面にした中央広場空間は、市民に開放された学院キャンパスのシン

ボルエリアであり、これを構成する建築群は、屋根、外壁の材料・色調を合わせ、

周囲の樹木とともに、周辺環境と一体となった緑豊かで開放的なキャンパス景観

を形成しているが、このなかでも本建築物はその中核をなすものである。 

キャンパス景観の核となっており、本市を代表する眺望景観を形成している時

計台及び中央広場は、都市景観形成上特に重要なものと認められ、景観重要建造

物に指定する。 

（参考） 国 登録文化財 平成 21年 6月 19 日 

     市 都市景観形成建築物 平成 2年 11 月 1 日（西宮市告示甲第 222 号） 




